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■人の動き
・人口 7,915人 （－1） 　 　
・男 3,935人 （+5） 　 　
・女 3,980人 （－6）　　  
・世帯数 3,174世帯 （±0） 　　 
・転入 27
・転出 17
・出生 2
・死亡 11

平成28年11月末現在。
（　）内は前月比。

●表紙写真／「イルミネーション点灯式」
　11月19日、八ヶ岳高原朝市広場でイルミネーション点灯
式が開催されました。当初は雨との予報でしたが、空は星
空を展望できるほど晴れ渡り、気温も例年に比べて暖かい
気候に恵まれました。会場では、星空市や抽選会、温かい
スープの振る舞いやマシュマロ焼きが行われ、点灯までの
間も大勢の参加者で賑わっていました。カウントダウンに
合わせて明かりが灯ると、辺りは煌びやかで幻想的な雰囲
気に包まれました。点灯に合わせて原小学校合唱団による
合唱が始まると、会場は更に盛り上がっていました。　
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日本で最も美しい村
連合ロゴマーク

地域の困りごと相談 
㈲コウ・キタダ建築設計工房　 
         電話７５-３４１９ 
          Fax７５-３４１８ 
メール  ko@ko-kitada.co.jp 
 HP http://www.ko-kitada.co.jp  
     原村上里１７７８１-２２ 

住まい・暮らしのお困りごと　ご相談ください。 
Ｃｏｎｔｅｎｔｓ　-もくじ-
■償却資産の申告はお早めに

■『樅の木荘』建て替え計画の見直し

■「美しい村」皆で考えてみました

■道路の除雪作業にご協力ください

■個人住民税の特別徴収について

■国保だより

■くらしの情報
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■文化情報

■行政情報

■保健・福祉の掲示板

■くらしのガイド

■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ2才です
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償却資産（固定資産税）の申告はお早めに
　事業を営んでいる方は、毎年1月1日現在における村内の償却資産の所有状況を1月末までに申告して
いただくことになっています。平成29年1月1日現在、償却資産を所有し、事業を営んでいる場合は、個人
事業者の方も対象となるため、期限内に償却資産の申告をお願いします。

▲

●申告方法について
　様式が定められていますので、今年度初めて申告され
る方は、住民財務課 税務係へご連絡の上、所定の様式に
より申告をお願いします。
　事業を営んでいる方で償却資産申告書がお手元に届
かない方は、お手数ですがご連絡ください。申告書を発
送しますので、同封された申告の手引き『固定資産税（償
却資産）の申告について』を参考に申告をお願いします。

　償却資産申告書にマイナンバーの記載が必要になりま
す。また、個人番号を記入した申告書をご提出いただく場
合、マイナンバー法に定める本人確認（番号確認・身元確
認・代理権確認）を実施させていただきます。郵送による
提出の場合は、確認書類のコピーを添付してください。

平成２９年１月３１日（火）

　原村役場　住民財務課 税務係　窓口
　　　　　　電話：７９－７９２３（直通）
　（郵送による提出も可能です）
　※所有されている資産に変更がない場合も申告をお   
　　願いします。また、免税点未満になるかどうかは、課
　　税標準額を算出した結果によって判断しますので、
　　資産の多少にかかわらず申告をお願いします。

●申告期限

●提出・問い合わせ先

●マイナンバー（個人番号・法人番号）について

償却資産とは

償却資産の例

　償却資産とは、事業を営む個人の方や法人が
その事業に使用するために所有されている土地
や家屋以外の、構築物、機械、運搬具、器具及
び備品などの事業用資産をいいます。法人税、
所得税の所得の算定にあたって、損金または経
費として減価償却費を計上している方は、申告が
必要な償却資産を所有している場合があります。
（固定資産税の対象となる家屋や、自動車税、
軽自動車税の対象となるものは除きます。）

　広告看板、レジスター、ビニールハウス、農機
具類、門などの外構工事、駐車場の舗装路面、
事業用（発電出力10kw以上）の太陽光発電設
備など
※上記のような事業用の償却資産を所有してい
る事業者の皆さんは、毎年１月１日現在の所有
状況を、その資産の所在する市町村に申告する
ことになっています。

償却資産の申告はお早めに
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『樅の木荘』建て替え計画の見直し
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～ これまでの経過 ～
・平成25年11月に村民アンケートを実施（調査結果を広報紙に掲載）し、翌年3月には村民懇談会を
　実施しました。アンケートでは、63.7％の方が存続に賛成との結果が出ました。
・アンケートの結果をふまえ、今後のあり方について話し合う「樅の木荘検討委員会」を設置し、計6
　回の会議を行いました。平成26年11月17日に、新築が望ましいとの答申を受けました。
・答申に基づき、「樅の木荘建設委員会」を設置し、機能面・経営経費・運営方法等を計10回にわたり
　検討しました。平成28年7月8日には、最終案がまとまり報告をいただきました。
・今年8月には住民説明会を開催し、基本構想のトータルコンセプト案についてご説明しました。

『樅の木荘』建て替え計画の見直しについて

　これまで村として、建設費の検討がなされていない状況でありました
が、ここで最終案が示され試算したところ、付帯工事を含めて約10億円の
予算が見込まれます。今後の東京オリンピック等に伴う建設費の上昇等
を勘案すると、更に2割ほど工事費が増大することが予想されます。
　県の市町村課に確認したところ、補助及び公的な起債についてはでき
ないとのことです。村としては、今の健全財政を維持していく上で資金計
画を見極め、原村に合った規模の見直しが必要と考えます。
　以上の状況から、今回建設委員会から報告のあった規模の建設は難し
く、再検討が必要であるとの結論に至りました。今後、建設委員会で提案いただいたトータルコンセプトを勘案しなが
ら、建設規模の縮小等を含めて検討していきたいと考えております。

～ 現在の検討状況と今後について ～

①宿泊施設については、総務省事務次官通知によると、
　「独立採算制の原則から民営化すべきで、民間に任せ
　るのが合理的である。」この趣旨からして補助はない。
②公的資金による起債（借金）はできず、民間資金の借
　入になる。健全財政の観点から、縁故債（銀行等引受
　地方債）、民間からの借入は望ましくない。
③民間等資金は銀行からの一般の借金であり長期借
　入が難しい。
④樅の木荘建設に使える基金は、保健休養地管理事業
　基金の約1億7,700万円と財政調整基金約11億円（こ
　の内、一部しか樅の木荘の建設には使えない）があ
　るが、工事経費が増大すれば銀行からの借入が必要
　となる。
⑤2020年の東京五輪と重なるため、資材高騰や工事
　費の上昇により事業費は2割ほど膨らむ見通し。
⑥新築するのであれば、建設経費を抑えることが必要
　と思われる。

　施設規模や機能を含めた見直しにより、既存施設の改修か
規模縮小での新築か、一度立ち止まって再検討の方向となり
ます。また、既存施設の改修には耐震補強と施設改修が必要
であり、その前段階として耐震診断が必要不可欠となります。
耐震診断の実施には数か月かかり、診断後の補強計画にも時
間を要します。
　平成28年12月　議会に耐震診断経費の補正予算案上程
　平成29年3月　診断結果報告
　平成29年4月以降 診断結果に基づき樅の木荘建設は既存
　施設の改修か規模縮小での新築かについて試算を含めた
　検討を開始
　改修案については詳細設計を必要としますが、試算をもと
に、規模縮小新築案と比較しながら再検討します。方向性が
はっきりしてから設計・工事の段階へ進みますが、現在は未定
です。八ヶ岳中央高原全体のブランドイメージやコンセプト案
の修正、財政計画の確立等を再検討しながら推進します。

《懸案事項》 《今後の予定》

・住民アンケートをとった頃とは状況が変わってきている。健全財政を考える中で建設委員会のコンセプト案を参考
　にしてほしい。
・当初の委員会で、「予算にこだわりすぎないで良いものを検討してほしい」との意見があったが、予算を加味して総
　合的に良いものを作ってほしい。将来赤字になるような施設は作るべきではない。
・コンセプト案の将来的な展望をふまえてマーケティング、経営についても検討されたい。

～ 村長の報告に対する建設委員会からの意見 ～

　〈村長の報告〉



　11月12日、大島順子さんを講師に、「美しい村」
についての講演会を開催しました。講演会には約
90名、ワークショップには約50名と、大勢の方に参
加いただきました。
　ワークショップでは、村の「美しい所」「美しく
ない所」「どうすれば美しくなるか」の3つをテー
マに、グループに分かれて美しい村づくりについて
話し合いました。講演の詳しい内容については、順
次村ホームページに掲載する予定です。また、アン
ケートで質問及び住所をご記入いただいた方には
後日回答をお送りします。

　10月7日〜8日に、連合加盟町である静岡県松崎
町で「日本で最も美しい村連合」フェスティバルが
開催され、村の推進委員が視察に向かいました。
　町内の豆腐屋だった古民家にITを導入し、子ども
からお年寄りまで誰でも集い情報交換できるシェ
アハウスを作ったり、地元女性7人で発足した元気
なマルシェ等、良い刺激を沢山もらいました。
　美しい村づくりと並行して、美しさをダメにする
ものを無くす作業を進める必要性があるという話
も聞かせていただきました。

ITを導入してシェアハウスとして
蘇った「ふれあいとーふや」

「美しい村って？」皆で考えてみました
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　村と美しい村づくり推進委員会では、活動の第一歩として11月12日（土）に美しい村づくり講演会を開
催し、「美しさ」について意見を出し合いました。講演会では併せて、原村フォトコンテストの応募作品の
展示や人気投票、美しい村作文コンクール入賞作品の発表を行いました。

長野県地域発元気づくり支援金活用事業

優秀賞 「静寂な夜明け」

杉本直三 さん （原村南原）

■優秀賞６点
　・物を大切にする心  平出 真理（原中3年）
　・原村を美しくしていくために  麦嶋 真輔（原中3年）
　・大好きな原村の景色  大山 紗羽（原小6年）
　・「美しい村」に加盟して  西澤 淳平（原小6年）
　・とても過ごしやすい原村  矢﨑 せな（原小6年）
　・私の好きな原村  百瀬 華音（原小6年） ✿ 「美しい村」原村フォトコンテスト ✿

入賞作品は、審査員と皆さんの投票により決定しました。

佐川隆博 さん （茅野市）

金賞 「八ヶ岳高原に咲くそばの花園」

入賞 「原村深山地区の朝日」
柳平二四雄 さん （原村ペンション）

✿ 日本で最も美しい村

　　　連合フォトコンテスト ✿ ✿ 「美しい村」原村作文コンクール ✿

「美しい村」って？皆で考えてみました
■講演会「美しい村なんだって原村は」　　■フォトコンテスト　　■作文コンクール

入賞 「八ヶ岳に続くアナベル街道」
宮沢和加雄 さん （茅野市）

入賞 「初冠雪の横岳」
中村功 さん （茅野市）

講演会「美しい村なんだって原村は」

  フランスの農村・
　暮らし・文化から学ぶ

静岡県松崎町を視察
　　　刺激を受けました

■努力賞６点
　・八ヶ岳の四季  山本 佑衣（原小6年）
　・私が思う原村の良い所  阿部 友楓（原小6年）
　・原村の良さをもっといろんな人に知ってもらうために

五味 風夏（原小6年）　
　・私の大好きな自然豊かな原村  坂元 真央（原小6年）
　・美しい村 原村  平林 大輝（原小6年）
　・原村の美しい景色や緑について  野明 薫奈（原小6年）

特選賞 「暮れゆく田園で」

佐川隆博 さん 

　村のフォトコンテストと同時期に開催した
連合のフォトコンテストで、諏訪地域から入
賞者が選ばれました。

作文コンクール入賞作品集を
原村役場村づくり係にご用意しています。



道路の除雪作業にご協力ください
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内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

　
　
　

場
合
も
あ
り
ま
す
▲

　

村
道
な
ど
の
、
早
朝
の
除
雪

作
業
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
降
雪
時
間
、
積
雪
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
時
間
帯
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
箇
所
に
は
目
印
を
▲

　

除
雪
作
業
中
に
は
、
雪
に
隠

れ
て
危
険
箇
所
の
確
認
が
十
分

に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
て
作
業
し
て
も
ら

い
た
い
場
所
や
構
造
物
が
あ
る

場
合
は
、
確
認
し
や
す
い
表
示

を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
除
雪
体
制

■
第
一
次
除
雪

　

降
雪
量
が
10
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
56
路
線　

55
・
４
㎞
）

■
第
二
次
除
雪

　

積
雪
量
が
25
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
24
路
線　

18
・
３
㎞
）

■
第
三
次
除
雪

　

積
雪
量
が
50
　

㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
59
路
線　

23
・
１
㎞
）

■
主
要
村
道
の
路
面
が
凍
結
し
た

場
合
は
、
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い

ま
す
。

■
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間

や
セ
ロ
リ
ン
号
の
運
行
時
間
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
、
深
夜
か
ら
朝

方
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　除雪作業をスムーズに行うた
めには、みなさんのご理解とご
協力が欠かせません！
　みんなでルールを守って安全
に冬を過ごしましょう。

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■原村除雪路線
　　第一次除雪路線
　　　※概ね10㎝以上の降雪により出動
　　第二次除雪路線
　　　※概ね25㎝以上の積雪により出動
　　第三次除雪路線
　　　※概ね50㎝以上の積雪により出動
■長野県除雪路線

除雪路線図
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国保だより

国 保
だ

よ
り

≫ 国民健康保険の届け出を忘れずに！　「届け出は、14日以内に」

・保険者証は1人1枚です。国民健康保険と別の社会保険などと両方の保険者  

　証がお手元にある場合、二重加入になっている可能性があります。二重加

　入になっている場合、二重に保険料を支払っていることになりますので、

　早めに手続きをお願いします。

国保豆知識⑤　国民健康保険に加入する必要がある方

・74歳までの方で、社会保険などの被保険者及びその扶養者を除く、すべての方が加入する制度です。

・退職などの理由で社会保険などに加入されていない方は、国保に加入する必要があります。

国保豆知識⑥　社会保険などに加入したため、国民健康保険から脱退する方

・社会保険などに加入された方は、国保の資格喪失届が必要です。

　また、国保の資格のない期間に保険者証を使用した時は、医療費を返

　していただく場合があります。

・社会保険加入（資格取得）から、国保の保険者証は使用することがで

　きません。職場の保険者証が手元に届く前に医療機関を受診される時

　は、職場から資格証明書又は仮の保険者証の交付を受けてから受診し

　てください。

国保豆知識⑦　社会保険の被扶養者になれる場合があります

 　・国民健康保険税は被保険者が一人増えるごとに税額が増加します。

 　・社会保険などは、扶養する人数が増えても保険料に変更はありません。

 　・国民健康保険税は世帯主に課税されます。

●国民健康保険税の決まり方

所得割

資産割

均等割

平等割

世帯の加入者の所得に応じて計算。

世帯の加入者の固定資産に応じて計算。

世帯の加入者数に応じて計算。

1世帯にいくらと計算。

～ 手続きに必要なもの ～
①印鑑　②個人番号カード又は通知カード　③本人確認書類（運転免許証など）
④職場の健康保険をやめた日が分かるもの（離職票など） ※国保に加入する方のみ
⑤国保と新たに加入した社会保険などの被保険者証 ※国保から脱退する方のみ
⑥年金手帳 ※60歳未満の方は不要

●国民健康保険と社会保険　保険料の算定の違い

・同じ世帯に“社会保険などに加入されている方”と“所得の少ない国保の方”がいる場合、社会保

　険などの被扶養者として認定されることがあります。扶養認定できるかどうかは健康保険組合ごと

　異なりますので、社会保険加入者のお勤め先に相談してから手続きをしてください。

イラスト／平林いずみ さん
禁無断転載 ©原村役場

問　保健福祉課医療給付係　☎79－7926（直通）




